
別添１

令和8年1月30日

協議会名：三次・安芸高田・広島まちづくり交通協議会

評価対象事業名：地域公共交通再構築調査事業

①事業の結果概要
③生活交通確保維持改善計画又は
地域公共交通網形成計画等の
計画策定等に向けた方針

地域公共交通確保維持改善事業・事業評価（計画策定等に係る事業）

②事業実施の適切性

①協議会等の開催・運営
内容：JR芸備線に係る基本認識の共有、3市連携したまち
づくり及び移動創出に係る課題整理　ほか
結果：第1回協議会(R6.5.31)、第2回協議会（R6.11.28）、第
３回協議会(R7.4.25)、第4回協議会(R7.8.18)の計4回開
催。今年度は今後1回程度開催予定。

②調査委託の実施
業務名：芸備線クロスセクター効果分析その他業務
委託期間：令和7年8月22日から令和８年3月19日まで
業務内容：クロスセクター効果分析（多面的な効果の検
討）、クロスセクター効果分析に係るアンケート調査

A 計画通り事業は適切に実施された。

次年度以降も引き続き、まちづくりと連携した鉄道のあり方や二次交通、
利用促進策、公的支援方法等について協議会等で議論を進め、方向性
が決定次第、法定協議会へ移行し、沿線の地域公共交通計画策定等を
進める予定。



・鉄道：ＪＲ芸備線
・鉄道以外の主な交通手段
〔三次市〕高速バス、路線バス、三江線代替バス
〔安芸高田市〕路線バス、コミュニティバス
〔広島市〕路線バス、乗合タクシー

【三次市】
⚫ 人口 50,681人（令和２年10月時点）
⚫ 面積 778.18平方キロメートル

【安芸高田市】
⚫ 人口 26,448人（令和２年10月時点）
⚫ 面積 537.71平方キロメートル

【広島市】
⚫ 人口 1,200,754人（令和２年10月時点）
⚫ 面積 906.69平方キロメートル

地域公共交通の現状

三次・安芸高田・広島まちづくり交通協議会
（三次市、安芸高田市、広島市）の概要

具体的な課題・問題点現況等

・ＪＲ芸備線の利用者数減少に伴うサービス水準の低下や、路線存続
・地域住民の生活を支える様々なサービスの利用が困難となる可能性

〔Ｒ７年度実施予定の調査事業概要〕
・クロスセクター効果分析
・クロスセクター効果分析に係るアンケート調査

調査事業の実施

調査事業の概要

三次・安芸高田・広島まちづくり交通協議会の構成員

三次市、安芸高田市、広島市、中国運輸局、西日本旅客鉄道株式会社
学識経験者、広島県（オブザーバー）

別添４令和７年度 地域公共交通確保維持改善事業 事業評価
三次・安芸高田・広島まちづくり交通協議会
（地域公共交通再構築調査事業事業）の概要

[芸備線 三次～広島間の平均通過人員（輸送密度）の推移]



協議会における検討

協議会の開催状況 計４回開催（令和７年１２月時点）
●第１回協議会（令和６年５月３１日）
・協議会の設置について、芸備線（三次駅～広島駅間）の現状について ほか

●第２回協議会（令和６年１１月２８日）
・３市連携したまちづくりに係る検討、ＪＲ芸備線に係る基本認識の共有 ほか

●第３回協議会（令和７年４月２５日）
・ＪＲ芸備線に係る基本認識の共有、３市連携したまちづくり及び移動創出に係
る課題整理 ほか

●第４回協議会（令和７年８月１８日）
・ ３市連携したまちづくり及び移動創出に係る課題整理 ほか

今後、令和７年度中に１回程度開催予定。

事業実施の適切性

●事業が計画どおり適切に実施された。
・協議会の開催や、必要な調査を実施した。

調査事業の結果の概要

地域公共交通計画等の計画策定に向けた方針等

以下の内容について現在調査事業を実施中。（令和８年３月完了予定）
・芸備線（三次駅～広島駅間）においてクロスセクター効果の分析を調査を行う。
・芸備線の沿線住民、利用者等に対してクロスセクター効果の分析、利用実態の分析、ニーズの把握等のため、アンケート調査を行う。

〔今後の進め方〕
◎まちづくり及び移動創出に係る課題整理
◎芸備線を軸とした公共交通ネットワークのあり方検討
↓

●「広域的な観点からのまちづくりに必要なＪＲ芸備線を軸とした公共交通ネットワークのあり方の方向性」策定
↓

（法定協議会へ移行）
↓

○実証事業の検討、実証計画の策定
○地域公共交通計画（三次駅～広島駅間）の策定
↓

●国の支援（社会資本整備総合交付金等）を活用した芸備線活性化の取組を実施
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